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Ⅰ．はじめに

景気の穏やかな回復基調が続き、労働市場では、アベノ
ミクスによる「働き方改革」の取り組みから、時間や場所
を選択でき、多様で柔軟な働き方の導入に乗り出そうとい
う動きがある。職場の理解や環境整備が整い、仕事と子育
ての両立をする女性が増えている１）２）。　　

このような社会情勢を受け、子育て中の母親の就労の期
待が高まる一方で、依然、公的機関や専門職による制度に
基づくサービスの環境整備は充足しているとは言えない。
幅広いニーズに対応出来る祖父母や地域のボランティア
といった、インフォーマルサポートの活用は、子育て世代
にとって、安心して子どもを生み、育てることが出来る環
境要因の一部を担っていると言える。特に、祖父母と孫と
の接触頻度が、多いほど、心身に良い影響を与えるといっ
た報告３）もあり、祖父母が、主体的well-beingの増進や地域
で主体的に活躍することで、新たなアイデンティティを獲
得することに繋がると推測される。一方で、互いの理解不
足や教育方針の相違から、近年では、祖父母手帳の発行や
はじめて孫をむかえる人への孫育て学級などが開催され
ており、子（孫）育て環境をサポートする体制が検討され
ている３）４）。

そこで本研究では、支援の一助を得るために、父母が抱
く祖父母に対して、祖父母が抱く父母に対して、育児観の

相違による葛藤や要望、困難感や戸惑いと、世代間の認識
の相違を明らかにすることを目的とした。

Ⅱ．研究方法

１．研究対象者
父母：A大学内にある子育て広場に情報登録のある保

護者や、子育てサークルに通っている保護者200名に調査
用紙を配布した。そのうち、回答が得られた109名を研究対
象とした。

祖父母：地域の公民館や健康広場で開催される健康教
室に通っている人の中で、孫のいる祖父母118名に調査用
紙を配布し、回答の得られた86名を研究対象とした。
２．調査期間

調査期間は、2018年12月から2019年3月であった。
３．調査方法

無記名自記式質問紙調査で調査した。基本属性は、年齢、
性別、それに住居環境として、「同世帯」か「別世帯」（同
じ市町村に在住と隣接した市町村、県外に在住を含める）、
父母に対してのみ、職業の有無を求めた。また、子・孫育
てに対する認識については、先行研究を参考に、母乳や離
乳食に関すること、しつけや遊び方などの子（孫）との関
わり方について、安全管理や保健衛生に関すること、育児
方針や産後の母親の就労について、父母（祖父母）との考
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目的：子育て支援の一助を得るために、父母が祖父母に対して、祖父母が父母に対して抱く、育児観の世代間
の認識の相違を明らかにした。
方法：父母200名と祖父母118名を対象に、子育ての意見を「とてもある」「少しある」「ほとんどない」「な
い」の4件法で集計し、世代間で分類し、認識の実態を比較検討した。
結果：父母が祖父母との意見の相違で、「とてもある」「少しある」を選択し、その合計が高率を示した項目
は、「おやつの与え方、離乳食や食事の内容、しつけや叱り方」であった。祖父母が父母との意見の相違の高
率項目は、「しつけや叱り方、おやつやおもちゃの与え方」であった。
結論：世代間の意見の相違の多かった項目について、父母に対しては、お互いの理解を深め、情報共有を密に
図ること、祖父母に対しては、子育ての主体が父母であることを意識し、時代の変化に伴い柔軟に対処してい
くことができるように支援していくことが必要であると考える。
（キーワード）母子保健、子育て支援、祖父母
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え方の相違や葛藤、困難な点や戸惑いなどを感じたことが
あるかどうかの内容を尋ねた。設問は12項目で、父母は祖
父母に対して、祖父母は父母に対して、意見や考えの違い
を感じたかどうかを、「とてもある」「少しある」「ほと
んどない」「ない」の4件法による選択肢を回答してもらっ
た。

調査用紙の回収は、回収箱または、郵送による投函とし
た。
４．分析方法

父母と祖父母の基本属性と、意見の相違内容からなる調
査項目を父母と祖父母でそれぞれ分け、記述統計を行っ
た。また、父母や祖父母の住環境が、「同世帯」か「別世
帯」かによる意見の相違をみるために、「同世帯」と「別
世帯」の2群に分け独立変数とし、意見の相違の調査項目を
「とてもある：4点」「少しある：3点」「ほとんどない：
2点」「ない：1点」と点数化し従属変数とし、Mann-Whitney
U検定を行い、有意水準は5%未満とした。

父母に対して、祖父母のサポートで身体的・精神的に助
かった出来事について、自由記載を求め、内容の類似性に
よりまとめた。
５．倫理的配慮

研究対象者に、文書により研究の主旨、目的、方法、調
査協力の任意性、個人情報およびデータ保護等について説
明した。本研究は、無記名による調査で個人が特定されな
いこと、調査への参加の有無については、調査用紙に、同
意の有無のチェック欄を設け、調査への参加の同意が得ら
れた場合には、チェックしてもらうよう依頼した。なお、本
研究は、所属大学研究倫理委員会の承認を受け実施した
（承認番号；第162号）。

Ⅲ．結果

１．調査用紙の回収状況と回答者の基本属性
調査用紙の回収状況は、父母の回収は109名、回収率は

54.5%であった。祖父母の回収は86名、回収率は72.9%であ
った。

回答者の基本属性として、父母の年齢は、30代が一番多
く、71名（65.1%）であった。祖父母の年齢は、60代が一番
多く、36名（41.9%）、次いで70代の29名（33.7%）であっ
た。男女比については、父母が女性102名（93.6%）、男性
6名（5.5%）、祖父母が女性51名（59.3%）、男性33名（38.4%）
であった。同居の有無については、同居している父母は31
名（28.4%）で、祖父母は24名（27.9%）であった。父母の
職業の有無は、常勤43名（39.4%）、専業主婦41名（37.6%）、
パート・アルバイト22名（20.2%）であった（表1）。　 
２．父母と祖父母間の意見の相違について

父母と祖父母に対し、育児方針について、考えの違いや
戸惑いを感じたことがあるかどうか、「とてもある」「少

しある」「ほとんどない」「ない」の4件法で尋ね、結果を
図1・2に示した。「とてもある」「少しある」を選択し、そ
の合計が高率を示した項目については、自由記載を表2・3
に示した。

父母が祖父母との意見の相違で、高率を示した項目は、
「おやつの与え方」が64名（58.7%）、「離乳食や食事の内
容」が46名（42.2%）、「しつけや叱り方」が39名（35.8%）
であった。

「おやつの与え方」についての自由記載では、「食事前
で、時間を考慮せずに与えること」や、「甘い物に対して
の虫歯のリスク」についての意見があった。「離乳食や食
事内容」についての自由記載では、「アレルギーに対する
知識や配慮」に関すること、「食べさせる時期が早い」「同
じ箸やスプーンの使用を嫌がる」といった意見があった。
「しつけや叱り方」については、「自分たち（父母）の叱
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20 18.3 6 7.0

71 65.1 36 41.9

17 15.6 29 33.7

1 0.9 13 15.1

2 2.3

102 93.6 51 59.3

6 5.5 33 38.4

1 0.9 2 2.3

31 28.4 24 27.9

47 43.1 26 30.2

8 7.3 8 9.3

16 14.7 16 18.6

7 6.4 7 8.1

5 5.8

41 37.6

43 39.4

22 20.2

2 1.8

1 0.9

表１. 対象者の属性
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図１. 祖父母との意見の相違について



父母・祖父母による子・孫育てに対する認識の実態調査

り方についての意見」や「しかることをせずに危険なこと
があっても見てるだけ」といった意見があった。
３．祖父母と父母間の意見の相違について

祖父母が父母との意見の相違で、高率を示した項目は、
「しつけや叱り方」が38名（44.2%）、次いで「おやつの与
え方」「おもちゃの与え方」で29名（33.7%）であった。

自由記載では、「しつけや叱り方」については、「全然
怒らない」や「親の都合で叱っている」など両方の意見が
あった。「おやつの与え方」では、「炭酸飲料や甘い物を
与えている」といった意見があった。「おもちゃの与え方」
の自由記載では、「買い与えすぎ」「乳児もスマホをする」と
いった意見があった。
４．別世帯と同世帯の違いによる意見の相違について

父母の住居環境の違いによる意見の相違についてみた
ところ、別世帯は、同世帯よりも「保健衛生について（病
気や感染など）」（同世帯1.71±0.94、別世帯2.17±0.96、ｐ
=.016）、「（子どもの）進学や就学に関して」（同世帯1.55、

SD=0.68、別世帯M=1.90、SD=0.71、ｐ=.018）が、有意に
高かった。祖父母の住居環境の違いによる意見の相違で
は、有意な差はみられなかった。

５．父母が祖父母から得られた支援の内容について
父母を対象に、祖父母によるサポートで助かった内容
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図２. 父母との意見の相違について

n=9 n=22 n=33 n=37 n=101

3(3.0) 1(1.0) 11(10.9) 16(15.8) 31(30.7) 1.71 0.94

6(5.9) 21(20.8) 22(21.8) 21(20.8) 70(69.3) 2.17 0.96

df =1, p= .016

n=1 n=14 n=48 n=37 n=100

0 3(3.0) 11(11.0) 17(17.0) 31(31.0) 1.55 0.68

1(1.0) 11(11.0) 37(37.0) 20(20.0) 69(69.0) 1.90 0.71

df  =1, p=. 018

表４. 住居環境の違いによる祖父母との意見の相違

表２. 祖父母との意見の相違で高率を示した上位3項目の

自由記載

表３. 父母との意見の相違で高率を示した上位3項目の自由記載



を、身体的と精神的側面からそれぞれ、自由記載の回答を
求めた。内容の類似性をもとに、表５に結果をまとめた。

身体的側面で多かった内容は、「自分の体調不良や妊娠
中、家族で健康を害していた時に、子守りをしてくれて助
かった」「土日の勤務や仕事が長引いた時に、保育園に迎
えに行ってくれたり、そのまま世話をしてくれた」などの
意見もあった。また、「子どもの急な発熱や病気、ケガな
どで直接対応をしてくれたり、病院に連れて行く際に、き
ょうだいの面倒を見てくれたことが助かった」「父母自身
の健康診断や友人の結婚式に出席するのに、時間を割いて
くれたり、身体を休めるよう、時間を取ってくれたことも
助かった」という意見があった。

次に、精神的側面で多かった内容については、「共感し
てくれる言葉がけや上の子どもを見てくれることにより、
下の子との関わりに余裕が持てたこと」「子どもを見てく
れるサポートがあると思うだけでも精神的に助かってい
る」「話し相手や愚痴を聞いてくれること」といった意見
があった。また、少数意見ではあるが、「金銭的サポート
も精神的に助かる」といった意見があった。

Ⅳ．考察

今回の研究では、父母と祖父母を対象に、育児の意見の
相違による葛藤や要望、困難感や戸惑いについて、世代間
の認識の実態を比較検討し、子育て支援の一助を得ること
を目的とし、調査を実施した。父母と祖父母の育児の意見
の相違の多かった項目の比較と祖父母のサポートにより、
助かった意見の自由記載に関して考察する。
１．父母の祖父母に対する育児の意見の相違の多かった項
目について

父母の祖父母に対する意見の相違の高率を示した項目
は、「おやつの与え方」「離乳食や食事内容」といった、子
どもの食に関する内容があった。今回の調査対象の父母の
男女比の割合が、93.6%でほぼ女性が占めており、日々の食
事を主に担当し、子どもへの健康を考慮した結果ではない
かと考えられた。これらの項目の自由記載には、祖父母に
対して「食べたい時に与える」「食事前のおやつが困る」「子
どもが喜ぶので、甘いものを与える」などといったように、
孫への過度な甘やかしを嫌う父母の意見があった。これら
の内容は、甘い物や口腔内の細菌を介した虫歯の発生を懸
念したもので、離乳食については、約75%の保護者が何ら
かの「困りごと」を有しているとの報告もあり５）、発育・
発達の重要な時期にある子どもにとって食の問題は、生涯
にわたる健康への影響もあり、父母の責任は重くのしかか
っている結果だと考えられた。一方で、祖父母にとっても、
孫との関わりにおいて、目の前に置かれている状況、例え
ば、子どもの機嫌が悪く対応に困っている場合や、おやつ
を与えて孫の喜ぶ顔を見たいという祖父母の心理も理解
できる。

また、年々増加する食物アレルギーに対して、父母の自
由記載の中で、「（祖父母がアレルギーに関する）知識や
配慮がないため、心配に思う」といった意見があった。孫
がかわいいからと何でも与えてしまう祖父母と、摂取内容
によっては、アナフィラキシーショックのような重篤な症
状に陥る場合があるため、双方の意見の相違がみられたと
考えられる。

これら双方の意見に対応するために、祖父母に対して
は、父母が使用する最近の離乳食事情の内容の含まれる講
義やレトルト食品を使用した料理教室、食物アレルギー時
の対処方法の講座などの開催が考えられる。また、父母や
子どもたちにとっても、食を通じて健康なからだづくりを
体験するイベントや、食文化の継承など、三世代が一体と
なった交流の場の提供が提唱される。
２．祖父母の父母に対する育児の意見の相違の多かった項
目について

祖父母が父母に対して、意見の相違が多かった項目は、
「しつけや叱り方」「おやつの与
え方」「おもちゃの与え方」であった。「しつけや叱り方」
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表５. 祖父母によるサポートについての自由記載
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の自由記載では、父母に対して、「全然怒らない」「叱っ
てばかり」といった両極端の内容があった。また、父母が
祖父母に対しての相違も高率を示しており、お互いが共通
した相違意見であった。これは、近年の家族形態の変化や
個の尊重により、「叩いて育てていた」時代から、「叱ら
ない子育て」が主流になってきたためではないかと考えら
れる。近年、親による痛ましい事件が後を絶たない中、力
づくで教え込む教育では子どもは、何も学ばない。当然な
がら、子どもにとって、基本的信頼関係を育む最初の存在
は、父母である。その親から、「しつけ」の名の下の暴力
は、その後の子どもの心理発達的側面に大きな影響を与え
ると言われている６）。叩かれて育った祖父母世代に、優し
く子育てをしていくことの理解は、困難な点も多いことも
あるが、愛情をもってしつけや社会規範に対応できるよう
関わってもらいたいと考える。
３．同世帯と別世帯による育児に対する意見の相違につい
て

住居環境が「同世帯」か「別世帯」の違いによる意見の
相違を分析した結果、父母の「保健衛生について（病気や
感染など）」「（子どもの）進学や就学に関して」の2項目
の平均値が、別世帯の方が有意に高かった。

「保健衛生について」は、我が国における公衆衛生水準
の向上や予防医療の効果は著しく、先行研究の調査からも
予防接種のような新しい制度への戸惑いを感じている７）よ
うに、複雑な制度や医療の変化を理解するのに、父母でさ
え時間を要するため、住居環境の「別世帯」である祖父母
へは、常日頃、話をしていないと理解が深まらないのかも
しれないと考える。

「（子どもの）進学や就学に関して」は、グローバル化
や情報技術の進展に伴い、社会状況が刻々と変化する中、
学校や就職先選びも多様化している。年功序列や終身雇用
が当たり前だった時代から、子どもたちに求められる学力
や就職スタイルも変わってきている。一律に人物評価をし
ていた時代から、特別な資格や能力といった個を尊重する
時代へと変化してきている。進学や就学に関しては、本人
の意思が尊重されることが多いが、将来どのような大人に
なりたいかといった考え方や価値観は、日々の同じ生活空
間で過ごしていないと詳細な部分まで理解できないため、
差が出たのではないかと考えられた。
４．父母が祖父母から得られた支援の内容について

祖父母によるサポートについての自由記載では、自分の
体調不良時や緊急時の対応が助かったといった内容が多
くみられた。今回の調査結果では、父母の就業の有無は、常
勤とパート・アルバイトを合わせると約6割が仕事に就い
ていた。特に、就労している父母にとって、仕事と子育て
の両立は、目いっぱいのところで成り立っていると考えら
れ、急な対応や体調不良時など、隙間を埋める体制が子育
て世帯には必要不可欠である。

父母と祖父母の関係が、普段からうまくいくために、父
母は、祖父母のサポートに対して、感謝の意を伝えること、
祖父母は、時代の変化に柔軟に対処していき、子育ての主
体は、父母であることを意識して関わることが必要ではな
いかと考える。また、別世帯であっても休日などを利用し、
祖父母は、いつもの孫の様子や状況を理解しておくことが
大切で、父母も自分たちの譲れない方針がある場合、きち
んと気持ちを伝えることが必要であると考える。

Ⅴ．結論

父母が祖父母に対して、祖父母が父母に対して、育児観
の相違による葛藤や要望、困難感や戸惑いについて、世代
間の認識の実態を比較検討した。

父母が祖父母との意見の相違で、人数が多かった項目
は、「おやつの与え方」「離乳食や食事の内容」「母乳や
ミルクの与え方」で、祖父母が父母との意見の相違が多か
った項目は、「しつけや叱り方」「おやつの与え方」「お
もちゃの与え方」であった。

世代間の意見の相違の多かった項目について、父母に対
しては、お互いの理解を深め、情報共有を密に図ること、祖
父母に対しては、子育ての主体が父母であることを意識
し、時代の変化に伴い柔軟に対処していくことができるよ
うに支援していくことが必要であると考える。
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A Survey to Clarify Differences in Parenting and Grandparents' Perceptions of Parenting
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Summary
Parents and grandparents were asked about the differences and conflicts in childcare.An item on which the views of parents often

differed from those of grandparents concerned snacking (64 individuals, 58.7%). The views of grandparents on how to discipline and
scold children often differed from those of parents (38 individuals, 44.2%). The findings indicated that parents need ways to directly
express gratitude to grandparents and that grandparents need opportunities to learn modern-day parenting.


